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杉
田
廉
卿
に
つ
い
て

樋　
　

口　
　

雄　
　

彦

　

　

幕
末
、
江
戸
で
洋
学
を
学
ん
だ
新
島
襄
が
、
何
名
か
の
仲
間
と
聖
書
の
研
究
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
、
仲
間
の
一
人
で
そ
の
き
っ

か
け
を
つ
く
っ
た
の
が
杉
田
廉
卿
と
い
う
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
、『
新
島
襄
全
集
』
に
収
録
さ
れ
た
書
簡
の
注
で
説
明
が
な
さ

れ
る
な
ど
、
廉
卿
の
素
性
や
二
人
の
交
友
関
係
も
含
め
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

廉
卿
が
「
い
ち
は
や
く
キ
リ
ス
ト
教
に
帰
依
し
た
（
１
）」

と
ま
で
断
定
で
き
る
の
か
ど
う
か
、
幕
府
の
「
お
膝
元
」
で
果
た
し
て
彼

ら
が
当
時
国
禁
と
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
真
髄
に
ど
こ
ま
で
接
近
し
得
た
の
か
否
か
、
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、

同
じ
グ
ル
ー
プ
に
加
わ
っ
て
い
た
津
田
仙
の
回
想
が
真
実
で
あ
る
な
ら
ば
、
彼
ら
の
好
奇
心
は
余
程
の
も
の
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
新
島
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
父
や
弟
に
出
し
た
手
紙
で
、
病
気
の
時
に
は
神
仏
へ
の
願
掛
け
や
ま
じ
な
い
は
せ
ず
廉
卿
に
相
談

せ
よ
（
２
）、

聖
書
を
読
む
よ
う
勧
め
る
内
容
の
手
紙
に
つ
い
て
は
廉
卿
ら
以
外
に
は
見
せ
て
は
な
ら
な
い
（
３
）な

ど
と
記
し
て
い
る
点
か
ら
、

二
人
が
秘
密
を
共
有
し
、
同
じ
考
え
方
を
抱
い
て
い
た
ら
し
い
こ
と
は
十
分
に
わ
か
る
。

　

本
稿
で
は
、
新
島
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
出
会
い
の
場
面
で
少
な
か
ら
ぬ
役
割
を
果
た
し
た
と
い
え
る
杉
田
廉
卿
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
幕
末
維
新
期
の
幕
臣
や
静
岡
県
の
地
域
史
を
調
べ
続
け
て
き
た
筆
者
の
立
場
か
ら
、
若
干
の
新
知
見
を
加
え
て
み
た
い
。

若
き
日
の
新
島
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、
わ
ず
か
な
り
と
も
貢
献
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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新
島
と
杉
田

　

ま
ず
は
、
聖
書
研
究
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
述
べ
た
津
田
仙
の
証
言
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
お
こ
う
（
４
）。

「
友
人
に
杉
田
廉
卿
な
る
人
あ
り
、
氏
は
名
家
杉
田
鷧
斎
の
遺
跡
を
継
げ
る
人
に
て
盛
卿
の
養
子
な
り
。
当
時
廉
卿
は
翻
訳
方
に

て
福
地
源
一
郎
及
び
余
な
ど
ゝ
務
向
の
同
じ
か
り
し
ま
ゝ
、
至
つ
て
親
し
か
り
き
。
廉
卿
は
英
書
と
蘭
書
を
解
し
ゝ
が
、
元
来
宗

教
心
ふ
か
き
人
と
て
、
解
剖
学
な
ど
究
め
ゆ
く
に
従
ひ
遂
に
神
を
認
め
、
而
し
て
之
を
奉
ず
る
に
は
、
基
督
教
な
ら
ざ
る
可
ら
ず

と
信
ず
る
に
至
り
ぬ
。
新
島
襄
氏
即
ち
そ
の
こ
ろ
の
七
五
三
太
君
に
斯
教
を
す
ゝ
め
し
も
こ
の
廉
卿
な
り
。
か
く
て
廉
卿
は
漢
籍

に
通
ず
る
吉
田
賢
甫
ら
と
共
に
、
英
訳
、
漢
訳
の
教
書
を
調
べ
、
ま
こ
と
に
神
こ
そ
天
地
の
主
宰
な
れ
と
主
張
し
ぬ
。
此
人
は
沼

津
に
て
肺
病
の
為
斃
れ
し
が
、
余
は
此
人
の
勧
告
に
て
基
督
教
の
よ
き
こ
と
を
知
り
ぬ
（
５
）」。

「
氏
は
始
め
吉
田
賢
甫
、
杉
田
廉
卿
と
共
に
聖
書
を
研
究
し
た
、
始
め
は
蘭
文
の
聖
書
を
読
ん
で
居
つ
た
が
何
分
解
し
に
く
い
と

見
え
、
後
に
は
吉
田
氏
の
漢
文
に
長
け
た
る
を
幸
ひ
、
漢
訳
の
聖
書
に
就
て
学
ん
だ
や
う
で
あ
つ
た
（
６
）」。

　

津
田
の
回
想
か
ら
は
時
期
が
判
然
と
し
な
い
。
新
島
の
年
譜
（
７
）で

は
、
こ
の
聖
書
研
究
グ
ル
ー
プ
の
活
動
を
文
久
３
年
（
１
８
６

３
）
の
項
に
含
め
て
い
る
が
、
以
下
に
掲
げ
る
廉
卿
の
履
歴
書
に
よ
れ
ば
、
彼
が
小
浜
藩
医
か
ら
外
国
奉
行
手
付
翻
訳
御
用
御
雇

に
抜
擢
さ
れ
た
の
は
、
元
治
元
年
（
１
８
６
４
）
４
月
14
日
の
こ
と
で
あ
り
、
１
年
後
と
考
え
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、

新
島
は
そ
の
元
治
元
年
３
月
に
は
江
戸
を
離
れ
箱
館
へ
向
か
っ
て
い
る
の
で
、
矛
盾
が
生
じ
る
。
廉
卿
が
外
国
方
に
採
用
さ
れ
た

時
、
も
う
新
島
は
江
戸
に
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
外
国
方
に
勤
務
す
る
以
前
か
ら
廉
卿
が
グ
ル
ー
プ
に
加
わ
っ
て

い
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
の
で
、
こ
れ
以
上
の
詮
索
は
や
め
て
お
き
た
い
。
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生
国
駿
河　

三
代
目　

杉
田
廉
卿
〔
廉
〕

一
私
儀
水
野
出
羽
守
様
御
医
師
武
田
簡
吾
弟
ニ
而
〔
て
〕　

忠
義
様
御
代
安
政
六
己
未
年
四
月
三
日
養
父
成
卿
存
生
中
奉
願
置
候

通
養
子
江
被
仰
付
候

一
同
年
五
月
廿
五
日
養
父
成
卿
へ
被
下
置
候
知
行
高
之
内
為
跡
式
百
四
拾
石
被
下
置
候

一
同
年
十
二
月
十
九
日　

栄
寿
院
様
御
病
中
度
々
伺
罷
出
候
ニ
付
御
酒
吸
物
被
下
置
候

一
同
御
代
文
久
二
壬
戌
年
四
月
十
七
日
明
日
ヨ
リ
〔
よ
り
〕
御
屋
敷
詰
可
仕
旨
被
仰
付
候

一
当
御
代
文
久
三
癸
亥
年
五
月
十
三
日
当
秋
御
初
入
之
節
御
供
被
仰
付
置
候
処
同
年
六
月
御
上
坂
被
為
仰
蒙
〔
蒙
仰
〕
候
ニ
付
直

ニ
右
御
供
可
相
勤
旨
被
仰
談
同
九
日
御
供
ニ
而
出
立
仕
候
処
見
付
駅
ヨ
リ
〔
よ
り
〕
御
引
返
被
遊
候
ニ
付
同
廿
三
日
帰
府
仕
候

一
同
年
七
月
二
日
奥
医
師
御
手
薄
ニ
付
上
々
様
方
御
平
脉
拝
診
被
仰
付
此
後
時
々
取
御
療
用
可
仰
付
候
間
奥
医
中
申
合
可
相
勤
旨

被
仰
付
候

一
同
御
代
元
治
元
甲
子
年
正
月
十
一
日
恭
丸
様
御
出
生
之
節
度
々
伺
罷
出
候
ニ
付
御
酒
吸
物
被
下
置
候

一
同
年
四
月
十
四
日
外
国
御
奉
行
様
御
手
附
翻
訳
御
用
御
雇
被
仰
付
御
扶
持
方
弐
拾
人
扶
持
御
手
当
金
拾
五
両
被
下
置
候
旨
御
老

中
井
上
河
内
守
様
ヨ
リ
〔
よ
り
〕
御
達
有
之
趣
被
仰
付
候

右
之
通
御
坐
〔
座
〕
候
尤
嘉
永
三
庚
戌
年
五
月
以
前
之
儀
ハ
先
御
代
書
上
置
申
候
〔
以
上
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
当
子
二
拾
歳
〕

　
　

元
治
元
甲
子
年
五
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
田
廉
卿
印

　
　
　
　
　
　
　
　

柴
山
源
十
郎
殿
（
８
）

　

安
政
６
年
（
１
８
５
９
）、
17
歳
の
新
島
が
入
門
し
た
蘭
学
の
師
は
杉
田
玄
端
だ
っ
た
ら
し
い
が
（
９
）、

実
際
の
手
ほ
ど
き
は
玄
端
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の
甥
に
あ
た
る
廉
卿
が
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
も
あ
る（
（（
（

。
し
か
し
、
こ
の
年
、
廉
卿
は
杉
田
家
の
養
子
に
入
っ
た
ば
か

り
で
、
年
齢
も
ま
だ
15
歳
で
あ
り
、
年
上
の
新
島
を
教
え
た
で
あ
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
津
田
仙
は
、
慶
応
２
年
（
１
８
６
６
）
頃
、
廉
卿
に
勧
め
ら
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
の
本
を
読
み
、
酒
の
害
に
つ
い
て
自

覚
し
、
後
年
そ
れ
を
『
青
年
健
康
学
』（
明
治
28
年
）
と
し
て
翻
訳
・
刊
行
し
た
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
な
り
禁
酒
運
動
を
推
進
し

た
津
田
に
と
っ
て
、
幕
末
に
出
会
っ
た
廉
卿
の
存
在
は
大
き
か
っ
た
と
い
う（
（（
（

。

　

津
田
に
と
っ
て
だ
け
で
な
く
、
新
島
に
と
っ
て
も
廉
卿
は
大
き
な
影
響
を
与
え
た
人
物
で
あ
り
、
ご
く
親
し
い
友
人
だ
っ
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
在
米
中
の
新
島
が
杉
田
に
写
真
を
送
っ
た
り
、
逆
に
日
本
の
草
花
の
種
を
送
付
す
る
よ
う
依

頼
し
た
り
、
杉
田
の
病
状
を
心
配
す
る
よ
う
す
な
ど
、『
全
集
』
収
録
の
書
簡
か
ら
読
み
取
れ
る
。

　

以
下
に
掲
げ
る
史
料
は
、
ご
く
短
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
新
島
と
廉
卿
と
の
親
密
さ
を
示
す
、
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
の

な
い
も
の
で
あ
る
。
明
治
４
年
（
１
８
７
１
）
ア
メ
リ
カ
経
由
で
イ
ギ
リ
ス
へ
留
学
し
た
静
岡
藩
士
曽
谷
言
成
と
い
う
人
物
の
日

記
で
あ
る
。
静
岡
か
ら
上
京
し
た
曽
谷
は
、
出
発
を
前
に
同
じ
静
岡
藩
士
（
旧
幕
臣
）
の
英
学
者
乙
骨
太
郎
乙
の
訪
問
を
受
け
、

餞
別
の
一
席
と
し
て
「
両
国
橋
東
之
酒
楼
」
で
酒
を
飲
ん
だ
と
い
う
、
３
年
（
１
８
７
０
）
12
月
29
日
付
の
記
載
に
続
く
箇
所
に

記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

米
国
マ
ス
サ
キ
エ
セ
ッ
ツ
ニ
て

　
　
　
　

同　

ア
ン
ヂ
ユ
ー　

新
島
七
五
三

　
　
　

邦　

吉
田
尺
乙
骨
三
氏
健
在

　
　

各
邦　

杉
田
廉
敬
死
亡
之
由
ヲ
通
呉
レ
候
様
乙
骨
氏
よ
り
被
託（
（（
（

　

こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
に
着
い
た
ら
、
同
地
に
い
る
新
島
に
、
日
本
の
吉
田
賢
輔
・
尺
振
八
・
乙
骨
太
郎
乙
ら
が
健
在
で
い
る
こ
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と
、
杉
田
廉
卿
（
廉
敬
と
な
っ
て
い
る
）
が
死
去
し
た
旨
を
知
ら
せ
て
や
っ
て
ほ
し
い
と
、
乙
骨
か
ら
託
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
た
だ
し
、
曽
谷
が
ア
メ
リ
カ
で
新
島
に
会
え
た
か
ど
う
か
は
、
日
記
の
後
の
部
分
に
は
記
述
が
な
く
、
わ
か
ら
な
い
。
明

治
５
年
（
１
８
７
２
）
に
は
岩
倉
使
節
団
の
一
等
書
記
官
と
し
て
渡
米
し
た
田
辺
太
一
（
元
静
岡
藩
士
・
沼
津
兵
学
校
教
授
）
に

会
い
、
共
通
の
知
人
で
あ
っ
た
吉
田
・
尺
ら
の
消
息
を
聞
い
て
い
る
の
で（
（（
（

、
そ
の
時
に
も
、
田
辺
が
沼
津
に
い
た
こ
と
も
あ
っ
て

廉
卿
の
死
に
つ
い
て
聞
か
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

杉
田
廉
卿
が
沼
津
で
死
ん
だ
の
は
、
明
治
３
年
２
月
20
日
の
こ
と
で
あ
る（
（（
（

。

　

な
ぜ
廉
卿
が
沼
津
に
い
た
の
か
、
維
新
時
の
彼
の
動
向
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
小
浜
藩
士
と
し
て
の
身
分
の
ま
ま
、
幕
府
の
外

国
方
に
勤
務
し
て
い
た
彼
は
、
親
族
や
友
人
に
も
幕
臣
が
多
く
、
戊
辰
戦
争
に
際
し
て
は
旧
幕
府
方
に
加
担
し
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
遊
撃
隊
を
率
い
て
箱
根
で
新
政
府
軍
と
戦
い
敗
れ
、
負
傷
し
た
伊
庭
八
郎
を
匿
い
、
箱
館
へ
再
脱
走
さ
せ
る
に
あ
た
っ
て
、

乙
骨
太
郎
乙
（
華
陽
）
や
尺
振
八
と
と
も
に
尽
力
し
た
の
で
あ
る
。
以
下
に
引
用
す
る
の
が
、
そ
の
こ
と
が
記
さ
れ
た
文
献
で
あ

る
。乙

骨
華
陽
が
今
川
小
路
な
る
杉
田
廉
卿
氏
（
成
卿
先
生
の
嗣
に
て
玄
端
先
生
の
姪
な
り
後
沼
津
に
歿
す
）
に
寓
居
せ
る
と
聞
き

往
い
て
脱
艦
以
後
の
顛
末
を
語
り
且
如
何
し
て
横
浜
に
赴
き
函
館
に
至
る
べ
し
や
と
其
定
見
を
問
ひ
け
る
に
廉
卿
氏
熟
考
し
て

方
今
横
は
ま
に
知
る
人
少
か
ら
ず
と
い
へ
ど
も
此
の
大
事
を
托
す
べ
き
は
独
尺
氏
の
み
行
い
て
共
に
図
ら
ば
事
正
に
成
る
べ
し

と
い
ふ（
（（
（

　

今
川
小
路
は
、
現
在
の
東
京
神
田
神
保
町
で
あ
る
。
同
じ
慶
応
４
年
（
１
８
６
８
）
に
は
、
福
沢
諭
吉
が
小
川
町
（
今
川
小
路

と
同
じ
）
の
杉
田
廉
卿
宅
を
訪
れ
、
曾
祖
父
に
あ
た
る
杉
田
玄
白
の
遺
稿
「
蘭
学
事
始
」
の
出
版
を
勧
め
て
お
り
、
そ
の
結
果
、

同
書
は
翌
明
治
２
年
正
月
に
刊
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た（
（（
（

。
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旧
幕
臣
た
ち
は
、
明
治
新
政
府
か
ら
70
万
石
を
与
え
ら
れ
た
主
家
徳
川
家
に
従
い
駿
河
（
静
岡
）
へ
移
住
す
る
者
と
、
新
政
府

に
仕
え
る
者
、
帰
農
・
帰
商
す
る
者
と
に
分
か
れ
た
。
新
島
・
廉
卿
の
聖
書
研
究
仲
間
の
う
ち
、
吉
田
賢
輔
は
徳
川
宗
家
の
家
臣

か
ら
離
脱
し
一
橋
徳
川
家
（
一
橋
藩
）
の
家
臣
へ
と
身
分
変
更
を
し
て
東
京
に
残
っ
た（
（（
（

。
津
田
仙
も
や
は
り
徳
川
家
臣
の
籍
を
離

れ
、
築
地
ホ
テ
ル
館
に
勤
務
し
た
。
幕
府
に
出
向
し
て
い
た
も
の
の
本
来
は
小
浜
藩
酒
井
家
の
家
臣
で
あ
っ
た
廉
卿
は
、
明
治
元

年
暮
れ
に
は
藩
主
に
従
い
若
狭
国
小
浜
に
行
っ
て
お
り
、
翌
年
正
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
は
京
都
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
る（
（（
（

。

　

襄
に
あ
て
た
明
治
２
年
（
１
８
６
９
）
７
月
26
日
付
の
新
島
双
六
書
簡
は
、
杉
田
玄
端
が
重
病
の
廉
卿
を
沼
津
へ
連
れ
て
行
っ

た
旨
を
伝
え
て
い
る（
（（
（

。
旧
幕
臣
で
静
岡
藩
士
と
な
っ
て
い
た
玄
端
は
、
当
時
藩
立
の
沼
津
病
院
頭
取
（
院
長
）
の
任
に
あ
っ
た
が
、

労
咳
で
苦
し
ん
で
い
る
甥
を
気
候
の
良
い
沼
津
で
看
病
す
る
と
と
も
に
、
平
癒
の
後
は
病
院
を
手
伝
わ
せ
る
つ
も
り
だ
っ
た（
（（
（

。
廉

卿
は
小
浜
・
京
都
か
ら
東
京
へ
戻
っ
て
い
て
、
酒
井
家
の
了
解
を
得
て
か
ら
沼
津
へ
移
っ
た
ら
し
い
。

　

廉
卿
の
墓
は
沼
津
の
長
谷
寺
に
建
立
さ
れ
た（
（（
（

。
現
在
も
同
寺
に
は
、「
Ｓ
」
の
１
字
を
彫
っ
た
キ
ノ
コ
型
の
墓
石
が
残
る
が
、

そ
れ
が
そ
う
だ
と
思
わ
れ
る
。

兄
武
田
簡
吾
の
獄
死

　

実
は
廉
卿
に
と
っ
て
沼
津
は
単
な
る
転
地
療
養
先
で
は
な
く
、
故
郷
で
あ
っ
た
。
先
に
掲
載
し
た
履
歴
書
の
冒
頭
に
、「
水
野

出
羽
守
様
御
医
師
武
田
簡
吾
弟
」
と
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
彼
は
沼
津
藩
（
水
野
家
・
５
万
石
）
に
仕
え

た
医
師
武
田
簡
吾
の
実
弟
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る（
（（
（

。



新
島
襄
の
聖
書
研
究
仲
間

七

　

地
図
史
上
か
ら
も
よ
く
知
ら
れ
た
事
実
な
の
で
、
こ
こ
で
は
詳
述
し
な
い
が
、
杉
田
廉
卿
の
兄
武
田
簡
吾
は
、
メ
ル
カ
ト
ル
図

法
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
製
世
界
地
図
を
翻
訳
し
、『
輿
地
航
海
図
』（
安
政
５
年
）
と
題
し
刊
行
し
た
人
物
で
あ
る
。
同
図
の
校
閲
者

は
杉
田
玄
端
で
あ
り
、
簡
吾
は
玄
端
の
門
人
だ
っ
た
よ
う
だ
。
廉
卿
が
杉
田
本
家
の
養
子
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
背
景
に
は
、
そ
の

師
弟
関
係
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
武
田
簡
吾
は
不
幸
な
人
だ
っ
た
。『
輿
地
航
海
図
』
の
原
図
は
、
駿
河
湾
に
沈
没
し
た
ロ
シ
ア
の
軍
艦
デ
ィ
ア
ナ
号

か
ら
漂
着
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
私
的
に
入
手
し
、
正
式
な
手
続
き
を
踏
ま
な
い
ま
ま
翻
訳
・
出
版
し
た
こ
と
が
幕
府
や
沼

津
藩
に
咎
め
ら
れ
、
処
罰
さ
れ
、
最
後
は
獄
死
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、『
輿
地
航
海
図
』
を
増
訂
し
、
明
治
５
年
（
１

８
７
２
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
増
訂
輿
地
航
海
全
図
』
の
序
文
を
撰
文
し
た
岡
千
仞
が
書
き
残
し
た
草
稿
「
航
海
地
図
跋
」
の
以
下

の
記
述
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

沼
津
医
生
武
田
簡
吾
獲
航
海
地
図
于
一
漁
夫
手
大
悦
簡
吾
渉
洋
学
乃
與
同
志
繙
訳
上
梓
。
既
而
維
吏
議
。
是
時
海
禁
禁
厳
簡
吾

以
是
下
獄
痩
死
図
廃
不
行（
（（
（

　

ま
た
、
当
時
の
一
次
史
料
と
も
い
う
べ
き
、『
輿
地
航
海
図
』
に
序
文
を
寄
せ
た
沼
津
藩
士
２
名
の
履
歴
書
に
は
、
安
政
６
年

「
五
月
七
日
御
目
見
医
師
並
武
田
簡
吾
翻
訳
之
輿
地
航
海
図
」
に
開
板
前
の
伺
い
も
な
い
ま
ま
序
文
に
名
前
を
載
せ
た
こ
と
は
、

「
元
図
者
出
所
不
正
之
品
」
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
も
「
不
束
」
で
あ
り
、「
差
控
」
を
命
じ
る
と
い
っ
た
記
載
が
あ
り（
（（
（

、
そ
れ

が
実
際
に
起
き
た
事
件
だ
っ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
後
年
の
新
聞
記
事
に
は
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
、「
翻
訳
者
は
土
地
を
放
逐
せ
ら
れ
て
し
ま
つ
た（
（（
（

」
と
記
し
た
も
の
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
簡
吾
は
投
獄
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
沼
津
か
ら
追
放
さ
れ
た
と
受
け
取
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

あ
る
い
は
、
放
逐
さ
れ
た
の
は
簡
吾
の
み
な
ら
ず
、
武
田
一
家
だ
っ
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
簡
吾
・
廉
卿
兄



新
島
襄
の
聖
書
研
究
仲
間

八

弟
の
父
武
田
悌
道
（
旧
名
悌
斎
、
寛
吾
と
も
？
）
が
書
き
残
し
た
文
書
か
ら
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。「
先
年
出
羽
守
殿

へ
勤
中
悴
寛
吾
不
調
法
相
働
き
御
扶
持
召
上
小
生
迄
も
御
咎
被
申
付
」
と
記
さ
れ
た
、
慶
応
元
年
（
１
８
６
５
）
３
月
12
日
付
の

沼
津
宿
の
豪
商
鹿
島
屋
（
井
上
甚
太
郎
）
あ
て
悌
道
書
簡
で
あ
る
。
息
子
が
扶
持
を
召
し
上
げ
ら
れ
た
ば
か
り
か
、
自
分
も
咎
を

受
け
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
罪
状
ま
で
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
簡
吾
（
寛
吾
）
に
よ
る
『
輿
地
航
海
図
』
の
無
断
刊
行
で
あ

っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
、
同
じ
書
簡
か
ら
は
、
沼
津
を
退
去
さ
せ
ら
れ
た
武
田
家
に
、
そ
の
後
も
、
簡
吾
の
死
、
妻
子

の
離
散
と
い
っ
た
悲
劇
が
続
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
慶
応
元
年
当
時
、
悌
道
は
幕
府
の
「
神
奈
川
奉
行
付
御
医

師
」
に
雇
用
さ
れ
て
い
た（
（（
（

。

　

序
文
を
寄
せ
た
２
名
の
沼
津
藩
士
が
処
罰
さ
れ
た
の
が
安
政
６
年
５
月
。
悌
道
・
簡
吾
父
子
に
対
す
る
処
罰
も
ほ
ぼ
同
じ
頃
だ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
廉
卿
が
杉
田
成
卿
の
養
子
と
な
っ
た
の
は
同
じ
年
の
４
月
で
あ
る
。
事
件
の
真
っ
最
中
だ
っ
た
可
能
性
が

あ
る
。
あ
る
い
は
武
田
家
の
沼
津
追
放
、
一
家
離
散
の
結
果
、
廉
卿
は
杉
田
家
に
拾
わ
れ
た
形
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

簡
吾
が
い
つ
ど
こ
で
死
ん
だ
の
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
獄
死
し
た
の
が
真
実
で
あ
れ
ば
、
藩
地
で
あ
る
沼
津
で
あ
ろ
う
。
そ

の
後
、
父
悌
道
は
横
浜
に
落
ち
着
き
、
幸
運
に
も
幕
府
に
仕
え
る
身
と
な
っ
た
。
横
浜
で
は
、
ド
イ
ツ
人
商
人
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ス

ネ
ル
が
、『
輿
地
航
海
図
』
を
翻
刻
し
、
文
久
２
年
（
１
８
６
２
）
２
月
、『
万
国
航
海
図
』
と
改
題
し
刊
行
し
て
い
る
。
横
浜
へ

移
住
し
た
悌
道
は
、
息
子
の
遺
作
と
な
っ
た
地
図
の
版
木
を
所
持
し
て
お
り
、
そ
れ
を
印
刷
・
販
売
す
る
権
利
を
ス
ネ
ル
に
譲
渡

す
る
と
い
っ
た
、
何
ら
か
の
関
与
を
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る（
（（
（

。

　

横
浜
で
の
武
田
悌
道
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
駿
河
国
富
士
郡
大
宮
町
（
現
富
士
宮
市
）
の
素
封
家
角
田
桜
岳
の
日
記（
（（
（

か
ら
、
文

久
４
年
（
１
８
６
４
）
の
わ
ず
か
な
期
間
で
あ
る
が
、
以
下
の
よ
う
な
記
事
を
拾
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

５
月
３
日
横
浜
に
て
「
早
朝
武
田
悌
道
来
、
セ
メ
ン
ズ
方
ヘ
行
長
話
し
帰
」
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５
月
４
日
「
朝
武
田
へ
行
、
並
木
某
来
、
定
番
役
取
締
之
由
、
酒
を
飲
」

６
月
14
日
「
夕
方
横
浜
武
田
悌
道
門
人
吾
津
田
真
一
郎
へ
遣
候
阿
蘭
陀
へ
之
書
状
賃
ド
ロ
三
枚
ト
云
事
書
面
に
て
申
越
候
、
い

つ
れ
近
日
帰
国
浜
へ
参
り
」

６
月
26
日
「
今
朝
中
浜
万
次
郎
来
ル
、
早
朝
武
田
悌
道
よ
り
和
蘭
行
状
賃
申
来
ル
（
中
略
）
武
田
行
書
状
認
」

６
月
27
日
「
一
金
壱
両
三
方
也　

武
田
悌
道
老
へ
封
遣
ス　

右
ハ
和
蘭
陀
本
国
ニ
罷
在
候
津
田
真
一
郎
へ
出
候
書
状
、
和
蘭
ミ

ニ
ス
ト
ル
へ
申
込
候
ニ
、
ト
ル
拾
枚
と
申
候
処
、
橋
本
と
云
通
詞
へ
頼
、
同
人
よ
り
ド
ル
銀
三
枚
に
て
と
ゝ
け
く
れ
候
よ
し
先

日
よ
り
両
度
申
来
ル
」

　

こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
は
、
悌
道
が
、
郷
里
駿
河
の
人
々
と
の
交
際
を
続
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
ほ
か
、
角
田
の
知
人
で
あ
り

当
時
オ
ラ
ン
ダ
留
学
中
の
津
田
真
道
と
の
文
通
の
仲
立
ち
役
を
つ
と
め
た
こ
と
な
ど
が
見
て
取
れ
る
。

　

悌
道
は
、
慶
応
３
年
（
１
８
６
７
）
の
広
島
藩
の
記
録
に
も
登
場
す
る
。「
横
浜
英
学
所
開
設
あ
り
し
を
以
て
原
田
志
賀
之
輔

曽
根
直
之
進
原
田
光
之
丞
竹
内
房
吉
中
島
小
弥
太
松
下
房
吉
の
六
人
は
幕
府
へ
出
願
し
て
在
神
奈
川
武
田
悌
道　

神
奈
川
役
所
医

師　

へ
入
塾
せ
し
め
該
英
学
所
へ
通
学
す
る（
（（
（

」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
悌
道
は
横
浜
で
塾
を
開
き
門
人
を
教
え
て
い
た
こ
と

に
な
る
。

　

た
だ
し
、
明
治
維
新
後
、
悌
道
が
ど
う
な
っ
た
の
か
、
い
つ
亡
く
な
っ
た
の
か
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
徳
川
家
の
家
臣
、
つ
ま

り
静
岡
藩
士
と
し
て
駿
河
・
遠
江
に
移
住
し
た
形
跡
も
今
の
と
こ
ろ
見
出
せ
な
い
。
か
つ
て
追
わ
れ
た
郷
里
沼
津
へ
戻
り
、
息
子

杉
田
廉
卿
と
会
う
機
会
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
勝
海
舟
の
「
日
記
」
九
号
（
明
治
３
年
10
月
25
日
～
４
年
正
月
15
日
）
の
表
紙

裏
に
あ
る
書
き
込
み
に
、「
横
浜
元
弁
天
内　

竹
田
悌
道
娘（
（（
（

」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
何
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
海

舟
日
記
の
本
文
に
は
関
連
記
事
は
な
い
よ
う
で
あ
り
、
謎
で
あ
る
。
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武
田
家
の
素
性

　

話
が
前
後
す
る
が
、
そ
も
そ
も
武
田
家
と
は
、
ど
の
よ
う
な
家
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

簡
吾
・
廉
卿
兄
弟
の
父
武
田
悌
道
は
、
天
保
７
年
（
１
８
３
６
）
７
月
12
日
付
で
駿
河
国
駿
東
郡
獅
子
浜
村
名
主
あ
て
に
流
行

病
薬
代
の
領
収
証
を
残
し
て
い
る
が（
（（
（

、
そ
れ
に
は
「
沼
津
不
二
見
町　

武
田
悌
斎
［
印
］」
と
あ
る
。
不
二
見
町
と
い
う
の
は
、

沼
津
藩
士
が
住
ん
だ
武
家
屋
敷
地
で
は
な
く
、
町
人
が
住
む
沼
津
宿
の
一
画
で
あ
っ
た
。
他
に
悌
道
の
住
所
を
沼
津
大
門
町
と
記

し
た
文
書
も
あ
り
、
ま
た
『
輿
地
航
海
図
』
に
は
「
駿
陽
沼
津
大
門
」
云
々
と
い
う
簡
吾
の
印
鑑
が
押
さ
れ
て
い
る
が
、
や
は
り

大
門
町
も
町
人
居
住
区
域
で
あ
っ
た
。

　

何
種
類
か
存
在
す
る
各
時
期
の
沼
津
藩
の
分
限
帳
に
は
、
武
田
姓
の
藩
士
は
１
軒
あ
る
も
の
の
、
医
師
で
は
な
く
、
悌
道
と
は

無
関
係
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
ど
う
や
ら
武
田
悌
道
は
沼
津
藩
士
で
は
な
く
、
町
医
者
だ
っ
た
ら
し
い
。

　

彼
は
医
者
と
し
て
沼
津
周
辺
の
豪
農
・
豪
商
た
ち
の
も
と
に
幅
広
く
出
入
り
し
て
い
た
。
安
政
２
年
（
１
８
５
５
）
９
月
、
植

松
与
右
衛
門
（
駿
河
国
駿
東
郡
原
宿
）、
坂
直
右
衛
門
（
沼
津
宿
）、
新
居
要
右
衛
門
（
同
前
）、
中
村
九
左
衛
門
（
同
前
）、
柳
下

源
次
郎
（
同
郡
上
香
貫
村
）、
秋
山
次
郎
右
衛
門
（
伊
豆
国
君
沢
郡
重
寺
村
）、
由
井
斧
五
郎
（
駿
河
国
庵
原
郡
由
比
宿
）、
今
井

半
太
夫
（
伊
豆
国
賀
茂
郡
熱
海
村
）
ら
、
駿
河
・
伊
豆
の
素
封
家
た
ち
全
17
名
が
取
り
結
ん
だ
「
議
定
書
之
事
」
と
い
う
文
書
が

あ
る（
（（
（

。
星
谷
お
ふ
さ
と
い
う
女
性
が
伊
豆
山
入
湯
と
偽
り
、
武
田
悌
道
（
悌
斎
）
ら
と
と
も
に
日
光
路
・
甲
州
街
道
を
旅
行
し
て

き
た
こ
と
が
領
主
か
ら
咎
め
ら
れ
た
と
い
う
一
件
を
受
け
、
悌
道
が
彼
女
を
誘
っ
た
と
い
う
不
埒
な
行
為
が
す
べ
て
の
原
因
だ
っ

た
と
し
て
、「
是
迄
親
類
内
へ
相
加
」
へ
て
交
際
し
て
い
た
が
、
今
後
は
診
察
は
も
ち
ろ
ん
付
き
合
い
を
停
止
す
る
こ
と
を
定
め
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た
も
の
で
あ
る
。
悌
道
が
起
こ
し
た
ト
ラ
ブ
ル
に
関
わ
る
文
書
で
あ
る
が
、
彼
が
こ
の
地
域
の
有
力
諸
家
に
親
し
く
出
入
り
し
、

親
類
扱
い
を
受
け
る
ほ
ど
の
医
者
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

息
子
の
簡
吾
に
つ
い
て
も
、
駿
河
国
の
素
封
家
が
記
録
し
た
日
記
類
に
父
悌
道
と
と
も
に
登
場
す
る
。
た
と
え
ば
、
庵
原
郡
蒲

原
宿
（
現
静
岡
市
）
の
渡
辺
利
左
衛
門
家
の
日
記
や
駿
東
郡
原
宿
（
現
沼
津
市
）
の
素
封
家
植
松
与
右
衛
門
家
の
日
記
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
蒲
原
宿
渡
辺
家
の
日
記（
（（
（

の
記
事
は
以
下
の
通
り
。

嘉
永
４
年
正
月
９
日
「
沼
津
宿
以
し
武
田
悌
斎
老
次
右
衛
門
之
風
邪
ニ
付
居
合
診
察
ヲ
請
る
右
乳
之
凝
ハ
格
別
心
配
可
致
症
ニ

ハ
無
之
悪
敷
腫
物
之
類
ニ
ハ
無
之
候
へ
共
場
所
不
宜
敷
取
留
而
治
療
可
加
と
被
申
丸
薬
煎
薬
付
薬
と
与
へ
ら
る
」

嘉
永
４
年
10
月
７
日
「
我
先
日
自
江
戸
帰
り
候
節
箱
根
ニ
於
手
ヲ
ツ
キ
痛
メ
タ
ル
打
木
追
々
痛
ム
候
ニ
付
当
宿
武
田
悌
斎
老
ニ

小
手
療
治
ヲ
受
ル
」

嘉
永
５
年
３
月
12
日
「
新
次
郎
一
件
ニ
付
沼
津
武
田
氏
柳
下
両
人
原
へ
来
ル
我
宮
之
前
へ
行
相
談
」

嘉
永
５
年
７
月
30
日
「
柳
下
庄
右
衛
門
殿
武
田
悌
斎
老
両
人
真
次
郎
一
件
ニ
て
宮
の
前
ニ
来
立
入
真
次
郎
内
借
大
金
之
由
ニ
而

宮
の
前
不
承
知
也
」

嘉
永
６
年
７
月
26
日
「
夜
四
ツ
時
原
菱
屋
次
郎
右
衛
門
到
着
ス　

沼
津
医
者
武
田
寛
吾
ヲ
連
来
ル
」

嘉
永
６
年
７
月
27
日
「
武
田
氏
セ
ン
ナ
一
味
ヲ
用
ル
」

次
に
原
宿
植
松
家
の
日
記（
（（
（

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

嘉
永
６
年
２
月
12
日
「
於
英
他
お
多
ゝ
召
連
沼
津
武
田
氏
江
種
痘
ニ
参
候
」

嘉
永
６
年
４
月
21
日
「
武
田
寛
吾
殿
上
毛
之
医
者
長
崎
辺
迄
遊
歴
之
由
案
内
」

嘉
永
６
年
６
月
４
日
「
水
野
侯
壱
番
手
出
陣
（
中
略
）
武
田
氏
ニ
も
出
張
之
由
」
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嘉
永
６
年
６
月
13
日
「
武
田
寛
吾
殿
よ
り
異
国
船
一
条
」

嘉
永
７
年
２
月
９
日
「
武
田
寛
吾
よ
り
下
田
表
異
国
船
一
条
書
状
写
」

嘉
永
７
年
10
月
４
日
「
武
田
悌
斎
老
久
々
ニ
て
被
参
、
彼
之
新
渡
タ
ゴ
リ
チ
ー
フ
持
参
、
是
ハ
堀
達
之
介
之
生
像
也
」

　

渡
辺
家
日
記
か
ら
は
、
武
田
父
子
が
と
も
に
同
家
に
出
入
り
し
診
療
を
行
っ
て
い
た
こ
と
、
植
松
家
日
記
か
ら
は
、
種
痘
を
実

施
し
て
い
た
こ
と
、
植
松
家
を
訪
れ
黒
船
来
航
の
情
報
を
伝
え
た
こ
と
、
伊
豆
の
海
岸
警
備
の
た
め
出
陣
し
た
沼
津
藩
兵
に
加
わ

っ
た
こ
と
、
幕
府
の
通
詞
堀
達
之
助
が
写
っ
た
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
の
写
真
を
持
参
し
た
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。
と
り
わ
け
植
松
家

に
対
し
て
は
洋
学
や
対
外
情
報
に
関
す
る
情
報
の
伝
達
者
に
な
っ
て
い
た
よ
う
す
が
う
か
が
え
る
。

　

植
松
家
文
書
の
中
に
は
、
末
尾
に
「
庚
戌
三
月　

武
田
記
」（
嘉
永
３
年
の
こ
と
）
と
記
さ
れ
た
、
種
痘
に
つ
い
て
解
説
し
た

「
牛
痘
瘡
」
な
る
書
付
も
残
さ
れ
て
お
り（
（（
（

、
早
い
時
期
か
ら
地
域
で
活
動
し
た
蘭
方
医
だ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
た
ぶ
ん
、

そ
の
よ
う
な
実
績
を
買
わ
れ
、
簡
吾
は
沼
津
藩
士
に
取
り
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
期
は
嘉
永
期
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と

は
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
、
杉
田
廉
卿
に
つ
い
て
、
そ
の
兄
武
田
簡
吾
、
父
武
田
悌
道
の
こ
と
に
ま
で
幅
を
広
げ
、
述
べ
て
き
た
。
外
国
方
時
代
、

廉
卿
が
篤
い
宗
教
心
を
抱
き
、
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
へ
と
足
を
踏
み
入
れ
た
の
が
本
当
だ
と
し
た
ら
、
そ
の
背
景
に
は
家
庭
を
め

ぐ
る
不
幸
な
で
き
ご
と
が
あ
っ
た
こ
と
を
看
過
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
世
界
地
図
と
い
う
海
外
へ
の
あ
こ
が
れ
（
兄
）
が
、

や
が
て
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
傾
斜
（
弟
）
へ
と
結
び
付
い
て
い
っ
た
と
考
え
れ
ば
、
廉
卿
の
人
生
に
大
き
な
影
を
落
と
し
た
と
思
わ

れ
る
、『
輿
地
航
海
図
』
を
め
ぐ
る
事
件
は
、
彼
を
通
じ
て
新
島
へ
も
つ
な
が
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
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註

（
１
）　

『
新
島
襄
全
集
』
10
（
１
９
８
５
年
、
同
朋
舎
出
版
）、
３
８
２
頁
。

（
２
）　

１
８
６
７
年
３
月
29
日
民
治
宛
、
同
志
社
編
『
新
島
襄
の
手
紙
』（
２
０
０
５
年
、
岩
波
文
庫
）、
51
頁
。

（
３
）　

１
８
６
７
年
12
月
24
日
双
六
宛
、
同
前
、
62
頁
。

（
４
）　

同
じ
引
用
は
、『
同
志
社
百
年
史　

通
史
編
一
』（
１
９
７
９
年
、
同
志
社
、
33
～
34
頁
）
に
も
あ
る
。
た
だ
し
同
書
で
は
、
福
地
源
一
郎

（
桜
痴
）
を
聖
書
研
究
グ
ル
ー
プ
の
一
人
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
が
、
津
田
の
回
想
を
読
む
限
り
、
彼
を
含
め
な
い
ほ
う
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
５
）　
「
津
田
仙
氏
の
信
仰
経
歴
談
」（『
護
教
』
第
３
４
４
号
、
明
治
31
年
２
月
26
日
）。

（
６
）　

宕
峯
生
「
津
田
仙
氏
と
語
る
」（『
護
教
』
第
６
９
７
号
、
明
治
37
年
12
月
３
日
）。

（
７
）　
『
新
島
襄
全
集
』
８
（
１
９
９
２
年
、
同
朋
舎
出
版
）、
16
頁
。

（
８
）　

国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
洋
学
先
哲
碑
文
」、
北
沢
正
誠
・
今
村
亮
・
松
尾
耕
三
編
『
蘭
学
者
伝
記
資
料
』（
１
９
８
０
年
、
青
史
社
）
所
収
。

〔　

〕
内
は
「
杉
田
玄
白
先
生
年
譜
」（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
）
に
記
さ
れ
た
同
文
の
う
ち
の
異
同
箇
所
。
な
お
、
ほ
ぼ
同
じ
履
歴
書
は
、

「
杉
田
成
卿
略
歴
」（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
、
大
槻
如
電
写
）
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）　

森
中
章
光
「
新
島
先
生
と
蘭
学
の
師
杉
田
玄
端
と
の
関
係
」（『
新
島
研
究
』
第
20
号
、
１
９
５
９
年
）。

（
10
）　
『
新
島
襄
全
集
』
８
、
10
頁
。

（
11
）　

高
崎
宗
司
『
津
田
仙
評
伝
』（
２
０
０
８
年
、
草
風
館
）、
28
頁
。
た
だ
し
、
津
田
が
正
式
に
洗
礼
を
受
け
た
の
は
、
明
治
８
年
（
１
８
７

５
）
１
月
の
こ
と
だ
っ
た
。
都
田
豊
三
郎
『
津
田
仙
─
明
治
の
基
督
者
─
』（
１
９
７
２
年
、
私
家
版
、
２
０
０
０
年
復
刻
、
大
空
社
、
48
頁
）

は
、
廉
卿
か
ら
受
け
た
キ
リ
ス
ト
教
の
感
化
は
、
津
田
に
と
っ
て
「
予
備
知
識
」
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
。

（
12
）　

曽
谷
言
成
「
英
行
日
誌　

一
」（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
・
柳
田
文
庫
）。
こ
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
静
岡
学
問
所
』（
２
０
１
０

年
、
静
岡
新
聞
社
、
87
～
88
頁
）
の
中
で
も
紹
介
し
て
お
い
た
。

（
13
）　
『
新
島
襄
全
集
』
３
、
97
～
98
頁
、
７
５
６
頁
。

（
14
）　

石
原
明
「
杉
田
玄
白
の
家
系
」（『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
８
巻
第
３
・
４
号
、
１
９
５
８
年
、
62
～
63
頁
）
に
、「
50
、
廉
卿　

廉　

武
田

簡
吾
の
弟　

弘
化
二
年
生　

安
政
六
年
四
月
三
日
（
15
）
養
子
明
治
三
年
二
月
二
十
日
（
26
）
歿　

廉
隅
院
…
…
」
と
あ
る
。

（
15
）　

中
根
淑
「
尺
振
八
君
の
伊
庭
八
郎
を
救
ひ
た
る
始
末
」（
新
保
磐
次
編
『
香
亭
遺
文
』、
１
９
１
６
年
、
金
港
堂
書
籍
株
式
会
社
）、
８
２
８
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。

（
16
）　

石
河
幹
明
『
福
沢
諭
吉
伝
』
第
一
巻
（
１
９
３
２
年
、
慶
応
義
塾
）、
99
～
１
０
０
頁
。

（
17
）　

吉
田
俊
男
編
『
吉
田
竹
里
・
吉
田
太
古
遺
文
集
』（
１
９
４
２
年
、
私
家
版
）、
27
頁
。

（
18
）　
「
杉
田
家
と
木
下
家
」『
京
都
医
事
衛
生
誌
』
第
１
６
１
号
（
明
治
40
年
８
月
）、
31
～
32
頁
。
こ
の
文
献
と
事
実
に
つ
い
て
は
、
木
下
實
氏

の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
19
）　
『
新
島
襄
全
集
』
９
〈
上
〉（
１
９
９
４
年
、
同
朋
舎
出
版
）、
46
頁
。

（
20
）　

沼
津
市
明
治
史
料
館
保
管
・
大
野
寛
一
関
係
資
料
・
杉
田
盛
「
六
十
年
回
想
記
ヨ
リ
抜
萃
」。
同
史
料
の
翻
刻
は
、
樋
口
雄
彦
「
杉
田
盛
の

六
十
年
回
想
記
」（『
静
岡
県
近
代
史
研
究
』
第
31
号
、
２
０
０
６
年
）、
１
１
３
頁
。

（
21
）　

こ
の
墓
の
こ
と
は
、「
長
谷
寺
墓
碑
ハ
養
父
白
玄
ガ
廉
卿
ノ
遺
言
ニ
ヨ
リ
同
地
で
存
命
中
設
ケ
シ
モ
ノ
」
と
い
う
記
述
か
ら
わ
か
る
（
前
掲

「
杉
田
盛
の
六
十
年
回
想
記
」、
１
１
７
頁
）。
な
お
、
杉
田
白
玄
（
明
治
７
年
没
）
と
は
玄
端
の
養
父
（
実
父
と
す
る
説
も
あ
り
）
の
こ
と
で

あ
り
、
廉
卿
に
と
っ
て
の
「
養
父
」
で
は
な
い
。

（
22
）　

明
治
期
に
ま
と
め
ら
れ
た
杉
田
家
の
家
譜
に
は
、「
名
廉
、
成
卿
ノ
養
子
、
長
女
ヲ
妻
ト
シ
、
家
ヲ
嗣
ク
、
実
ハ
駿
河
沼
津
ノ
医
家
武
田
悌

道
ノ
子
ナ
リ
」
と
、
実
父
と
そ
の
出
身
地
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
（「
杉
田
家
と
木
下
家
」『
京
都
医
事
衛
生
誌
』
第
１
５
９
号
、
明

治
40
年
６
月
）。

（
23
）　
「
蔵
名
山
房
集　

附
録
四
」（
東
京
都
立
中
央
図
書
館
所
蔵
・
特
別
買
上
文
庫
２
２
８
１
︲
23
）
所
収
。

（
24
）　

２
名
と
は
服
部
純
（
方
従
）・
小
林
信
近
（
如
山
）
の
こ
と
。
他
に
摸
写
を
担
当
し
た
栗
原
有
功
（
与
助
）
の
履
歴
に
も
事
件
へ
の
関
与
が

記
載
さ
れ
て
い
る
（
鎌
ヶ
谷
市
立
郷
土
資
料
館
所
蔵
「
藩
鑑
譜
」）。
こ
の
こ
と
は
、『
沼
津
市
史　

通
史
編　

近
世
』（
２
０
０
６
年
、
沼
津
市
、

４
５
４
～
４
５
６
頁
）
で
も
分
担
執
筆
者
で
あ
る
筆
者
が
記
述
し
た
。

（
25
）　

松
子
「
沼
津
と
水
野
家
（
三
）」（『
駿
豆
新
聞
』
明
治
45
年
５
月
３
日
）。

（
26
）　

こ
の
書
簡
に
つ
い
て
は
、
樋
口
雄
彦
「『
輿
地
航
海
図
』
の
訳
者
武
田
簡
吾
に
つ
い
て
」（『
沼
津
市
博
物
館
紀
要
』
19
、
１
９
９
５
年
、
沼

津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
・
沼
津
市
明
治
史
料
館
）
で
紹
介
し
た
。

（
27
）　

横
浜
で
ス
ネ
ル
が
刊
行
し
た
も
の
を
「
海
賊
版
」
と
み
な
す
文
献
も
あ
る
（
三
好
唯
義
編
『
図
説
世
界
古
地
図
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』、
１
９
９

９
年
、
河
出
書
房
新
社
、
71
頁
、
１
２
８
頁
）。



新
島
襄
の
聖
書
研
究
仲
間

一
五

（
28
）　
『
角
田
桜
岳
日
記　

四
』（
２
０
０
７
年
、
富
士
宮
市
教
育
委
員
会
）、
２
７
９
頁
、
３
０
４
頁
、
３
１
１
頁
、
３
１
２
頁
。

（
29
）　

橋
本
素
助
・
川
合
鱗
三
編
『
芸
藩
志
』
第
十
一
巻
（
１
９
７
７
年
、
文
献
出
版
）。

（
30
）　
『
勝
海
舟
全
集
19　

〔
海
舟
日
記
Ⅱ
〕』（
１
９
７
３
年
、
勁
草
書
房
）、
２
７
７
頁
。

（
31
）　

沼
津
市
明
治
史
料
館
保
管
・
獅
子
浜
植
松
家
文
書
Ｅ
︲
31
「
覚
」。

（
32
）　

沼
津
市
原
・
植
松
家
文
書　

近
世
Ｄ
︲
1
︲
84
。

（
33
）　

蒲
原
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
蒲
原
町
史　

資
料
編　

近
世
三
』（
１
９
９
６
年
、
蒲
原
町
）、
９
１
１
頁
、
１
０
０
３
頁
、
１
０
３
１
頁
、
１

０
３
９
頁
、
１
０
６
５
頁
。

（
34
）　

沼
津
市
史
編
集
委
員
会
編
『
原
宿
植
松
家　

日
記
・
見
聞
雑
記
』（
１
９
９
５
年
、
沼
津
市
教
育
委
員
会
）。

（
35
）　

沼
津
市
原
・
植
松
家
文
書　

近
世
文
書
Ｄ
︲
1
︲
１
２
２
。


